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　2009 年 9 月 21 日に、米国大統領府・国家経済審
議会（National Economic Council）・科学技術政策局







































2）　「科学技術をめぐる主要国等の政策動向分析」文部科学省科学技術政策研究所 NISTEP REPORT No.117（2009年 3月）
3）　平野章生、「AAAS 科学技術政策年次フォーラム（2009）報告」、科学技術動向 2009 年 7 月号
















　大統領就任演説（1 月 20 日）では、基礎研究、医療
分野と環境分野の重視の表明、その後 2 月17 日には、
景気回復を目的とする 2009 会計年度補正予算に相当




る。併せて、施政方針演説（2 月 24 日）、2010 会計年
度予算教書（2 月 26 日）での基礎研究、医療、環境・
エネルギー分野重視の表明、4 月27 日のオバマ大統領
の演説（全米アカデミー ズ）および 4 月30 日のホルドレ
ン科学補佐官（OSTP 長官）の講演（AAAS 会合）に
「米国イノベーション戦略」の骨子を見ることができる 3）。
　「米国イノベーション戦略」は、ARRAを根拠とする
施策とともに、2010 会計年度予算を活用する施策につ
いても示されており、米国議会における 2010 年度予算
案の今後の審議の動向が注目されるところである。
